
リサイクル
次世代の
課題とは？

SDGs時代に知っておきたい！

自動車リサイクルの流れ
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大事に乗っている自動車にも、いつかは終わりがやってきます。
でも、「『自動車の最期』ってどうなっているんだろう？」
と思っている方も多いハズ。
事業者さんに引渡した愛車がどのように処理されているのか？
実は知らないことばかりです。そこで今回はベストカー編集部が、
自動車リサイクル促進センター（JARC）さんの協力のもと、
自動車リサイクルの流れを徹底解説しますi

制度ができる前、2002年ごろの様子。使用ずみ
自動車のリサイクル率は80%程度と低くはなか
ったものの、金属などの素材や部品をリサイクル
したあとに残る「シュレッダーダスト」を処理す
るための埋立処分場のひっ迫、使用済自動車の不
法投棄などが問題に

自動車メーカーはリサイクルのことを考えた素材選びや、解体しやすいクル
マの設計を行っています。さらに解体事業者が安全かつ効率的にエアバッグ
類の処理を行えるように、国際標準規格（ISO規格）対応したエアバッグ類
の処理作動ツールを提供しています。エアコンの冷媒もHFC-134aから、
地球温暖化係数が低いHFO-1234yfに置き換わりつつあります

へ
ぇ
〜
、

こ
ん
な
感
じ
で
リ
サ
イ
ク
ル

さ
れ
る
ん
で
す
ね
ぇ
。

ベストカー飯嶋編集長が
自動車リサイクル博士
に訊く!

●自動車リサイクル促進センター https://www.jarc.or.jp/

な
る
ほ
ど
〜！

ユーザーはクルマを
買う時にリサイクル
料金を払います

長く大切に乗った愛
車もいつかは使わな
くなります

使わなくなったクル
マを引き取り事業者
に渡します

フロン類は地球温暖化など
環境によくない影響があるの
で、熱処理して無害化します

エンジンやドア、トランスミッシ
ョンなど使える部品はリサイ
クル部品として再利用

金属は原材料に戻
してリサイクル

シュレッダーダスト
（自動車を解体粉砕
したあとで残るガラ
スやゴムプラスチッ
クなどのクズのこと）
も原材料に戻した
り、燃やして燃料に
したりします

残ったボディなどは
シュレッダーで破砕
します

エアバッグ類は安全に分
解処理し、金属部品は資
源としてリサイクルします

教
え
て
く
だ
さ
い！

　自動車リサイクル促進センター（JA
RC）のホームページでは、自動車リ
サイクルへの理解を深めてもらうべ
く、リサイクルについて詳しく学べる
さまざまなコンテンツを公開中なの
で、ぜひご覧くださいb
　クルマを長く大切にしたり、修理す
る際にリサイクル部品を使うことも資
源を有効利用する循環型社会にとって
大切な取り組みです。ベストカー読者
のあなたも自動車リサイクルの知識を
深めて、環境に優しい自動車好きにな
ってみませんか!?

私
が
お答

え
し
ま
す！

ベストカー読者
の皆さん

自動車リサイクル料金の目安

リサイクル料金の額は、メーカー・輸入事業者が「クルマの
種類」「エアバッグ類の個数」「カーエアコンの冷媒の種類」
などにより、1台ごとに設定します（1台あたり6000円～
1万8000円）。このほか、自動車リサイクル促進センターが
国の認可を受けて設定する「情報管理料金」と「資金管理料
金」が加わって、合計5種類の料金で構成されています

シュレッダーダスト料金
6000円～1万8000円程度エアバッグ類料金

フロン類料金
情報管理料金 130円
資金管理料金 290円
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サ
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サ
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ザ
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サ
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テ
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。

　
実
際
に
回
収
さ
れ
た
使
用
ず
み

自
動
車
は
、
エ
ン
ジ
ン
や
ト
ラ
ン

ス
ミ
ッ
シ
ョ
ン
な
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使
え
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分
け
て
い
く
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す
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ユ
ー

ザ
ー
が
支
払
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リ
サ
イ
ク
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っ
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回
収
・
処
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さ
れ
る
の

は
「
エ
ア
バ
ッ
グ
類
」「
フ
ロ
ン

類
」「
シ
ュ
レ
ッ
ダ
ー
ダ
ス
ト
」

の
3
つ
に
な
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ア
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ロ
ン
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し
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使
わ
れ
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フ
ロ
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ガ
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収
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熱
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し
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ダ
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ス
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は
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砕
し
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こ
の
よ
う
に
循
環

型
社
会
に
向
け
た
自

動
車
リ
サ
イ
ク
ル
の

関
係
者
の
努
力
と
工

夫
に
よ
り
、
使
用
ず

み
自
動
車
の
ほ
と
ん

ど
が
リ
サ
イ
ク
ル
さ

れ
、
現
在
も
絶
え
間

な
く
、
リ
サ
イ
ク
ル

率
を
高
め
る
取
り
組

み
が
進
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

飯
嶋
編
集
長
（
以
下
、
編
集
長
）

「
博
士
、
本
日
は
ど
う
ぞ
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
」

自
動
車
リ
サ
イ
ク
ル
博
士
（
以

下
、
博
士
）「
編
集
長
、
こ
ち
ら

こ
そ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
」

編
集
長 

「
さ
っ
そ
く
質
問
な
の
で

す
が
、
ユ
ー
ザ
ー
の
皆
さ
ん
が
自

動
車
購
入
時
に
リ
サ
イ
ク
ル
料
金

を
前
払
い
方
式
で
負
担
す
る
の
は

な
ぜ
で
す
か
？
」

博
士
「
こ
れ
は
使
用
ず
み
自
動
車

が
不
法
投
棄
さ
れ
た
場
合
の
環
境

負
荷
な
ど
を
考
慮
し
て
前
払
い
方

式
が
採
用
さ
れ
て
い
る
ん
だ
よ
」

編
集
長「
な
る
ほ
ど
。と
こ
ろ
で
、

部
品
に
も
リ
サ
イ
ク
ル
さ
れ
た
も

の
が
あ
る
よ
う
で
す
ね
？
」

博
士
「
リ
サ
イ
ク
ル
部
品
に
は
、

『
リ
ユ
ー
ス
部
品
（
中
古
部
品
）』

と
『
リ
ビ
ル
ト
部
品
（
再
生
部

品
）』
が
あ
る
ん
だ
。
リ
ユ
ー
ス

部
品
は
使
用
ず
み
自
動
車
か
ら
ま

だ
利
用
で
き
る
部
品
を
取
外
し
し

っ
か
り
検
査
し
た
う
え
で
き
れ
い

に
し
て
再
利
用
す
る
部
品
だ
ね
。

一
方
、
リ
ビ
ル
ト
部
品
は
、
使
用

ず
み
自
動
車
か
ら
取
外
し
た
部
品

や
修
理
し
た
時
の
交
換
部
品
等
を

も
と
に
、
そ
の
構
成
部
品
の
な
か

で
す
り
減
っ
た
も
の
な
ど
を
新
品

と
交
換
し
て
再
び
組
み
立
て
た
部

品
な
ん
だ
よ
」

編
集
長
「
確
か
に
環
境
的
な
目
線

か
ら
考
え
る
と
資
源
は
有
効
に
使

い
た
い
で
す
よ
ね
？
」

博
士
「
そ
う
a　
コ
ス
ト
的
に
も

お
得
だ
か
ら
ね
。
そ
う
い
え
ば
編

集
長
は
今
ま
で
ど
ん
な
愛
車
に
乗

っ
て
き
た
の
？
」

編
集
長
「
聞
い
て
く
れ
ま
す
？　

い
す
ゞ
の
ジ
ェ
ミ
ニ
か
ら
始
ま

り
、
現
在
の
Ｒ
34
ス
カ
イ
ラ
イ
ン

Ｇ
Ｔ-

Ｒ
ま
で
計
5
台
の
愛
車
を

駆
っ
て
い
ま
す
（
5
台
の
う
ち
3

台
が
ス
カ
イ
ラ
イ
ン
）」

博
士
「
ス
カ
イ
ラ
イ
ン
愛
が
強
め

だ
ね
」

編
集
長
「
エ
ン
ジ
ン
が
魅
力
的
な

ん
で
す
よ
。
で
も
電
気
自
動
車
、

自
動
運
転
の
流
れ
が
や
っ
て
き

て
、
自
動
車
業
界
に
と
っ
て
は
大

変
革
の
時
で
す
。
こ
れ
か
ら
の
自

動
車
リ
サ
イ
ク
ル
業
界
は
ど
う
な

ん
で
し
ょ
う
か
？
」

博
士
「
自
動
車
リ
サ
イ
ク
ル
に
お

い
て
も
自
動
車
を
構
成
す
る
部
品

や
素
材
の
変
化
も
予
想
さ
れ
て
い

る
ね
。
そ
の
変
化
に
伴
い
、
リ
サ

イ
ク
ル
制
度
の
在
り
方
も
変
わ
っ

て
い
く
可
能
性
が
あ
る
よ
」

編
集
長
「
具
体
的
な
課
題
は
ど
ん

な
も
の
で
す
か
？
」

博
士
「
電
気
自
動
車
が
普
及
す
る

と
、
例
え
ば
そ
の
リ
チ
ウ
ム
イ
オ

ン
バ
ッ
テ
リ
ー
（
Ｌ
ｉ
Ｂ
）
の
リ

サ
イ
ク
ル
が
課
題
だ
ね
」

編
集
長
「
な
る
ほ
ど
」

博
士
「
自
動
車
に
搭
載
さ
れ
る
Ｌ

ｉ
Ｂ
は
、
非
常
に
質
が
高
い
こ
と

か
ら
、
自
動
車
用
と
し
て
は
使
用

が
難
し
く
な
っ
た
Ｌ
ｉ
Ｂ
の
、
家

ス
キ
ー
ム
を
関
係
事
業
者
と
協
力

し
て
構
築
し
な
が
ら
全
国
に
回
収

拠
点
を
展
開
し
、
Ｌ
ｉ
Ｂ
を
回
収

し
て
い
る
よ
」

編
集
長
「
車
載
用
の
Ｌ
ｉ
Ｂ
は
数

百
㎏
と
非
常
に
重
い
と
聞
き
ま
し

た
。
ま
た
、
高
電
圧
で
す
し
、
発

火
の
危
険
性
が
あ
る
な
ど
取
扱
い

が
難
し
そ
う
で
す
ね
」

博
士
「
そ
う
。
コ
ス
ト
面
で
割
高

に
な
る
こ
と
か
ら
、
関
係
事
業
者

と
連
携
し
た
回
収
体
制
や
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
網
が
必
要
な
ん
だ
。
自
動

車
メ
ー
カ
ー
は
新
た
に
構
築
し
た

Ｌ
ｉ
Ｂ
回
収
ス
キ
ー
ム
の
下
、
安

全
性
を
確
保
し
な
が
ら
、
効
率
的

な
Ｌ
ｉ
Ｂ
の
回
収
を
行
っ
て
い
る

よ
」

編
集
長
「
自
動
車
メ
ー
カ
ー
で
も

リ
サ
イ
ク
ル
手
法
に
つ
い
て
は
技

術
面
の
研
究
開
発
が
進
め
ら
れ
て

い
る
よ
う
で
す
ね
」

博
士
「
一
部
の
自
動
車
メ
ー
カ
ー

で
は
Ｌ
ｉ
Ｂ
の
熱
処
理
を
行
わ
ず

詳
し
く
は

自
動
車
リ
サ
イ
ク
ル

促
進
セ
ン
タ
ー
の

H
P
を
チ
ェッ
ク
し
て
ね！

に
機
械
的
に
分
解
す
る
こ
と
に
よ

り
、
良
質
な
原
料
回
収
が
期
待
で

き
る
、
よ
り
低
コ
ス
ト
な
リ
サ
イ

ク
ル
技
術
の
研
究
開
発
が
進
め
ら

れ
て
い
る
ん
だ
よ
。
Ｌ
ｉ
Ｂ
に
は

希
少
金
属
で
あ
る
コ
バ
ル
ト
や
ニ

ッ
ケ
ル
が
含
ま
れ
、
こ
れ
を
如
何

に
低
コ
ス
ト
で
良
質
に
原
料
と
し

て
回
収
が
で
き
る
か
が
課
題
と
さ

れ
て
い
る
ん
だ
」

編
集
長
「
な
る
ほ
ど
、
自
動
車
リ

サ
イ
ク
ル
の
技
術
革
新
も
引
き
続

き
、
要
チ
ェ
ッ
ク
で
す
ね
。
ま
た

お
話
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い
。
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
」

庭
用
の
蓄
電
池

な
ど
へ
の
再
使

用（
リ
ユ
ー
ス
）

が
進
め
ら
れ
て

い
る
ん
だ
。現

在
、
自
動

車
メ
ー
カ

ー
は
回
収

自動車リサイクル料金の目安自動車リサイクル料金の目安
シュレッダーダスト料金

6000円～1万8000円程度エアバッグ類料金

自動車のリサイクルって
知ってる!?
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